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担
金
の
減
額
調
整
措
置
を
課
し
て
い
る

が
、
現
在
こ
れ
を
緩
和
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
あ
る
。
実
現
す
れ
ば
国
庫
負
担

金
が
増
額
さ
れ
、
そ
れ
を
財
源
に
小
児

医
療
費
助
成
の
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
ま
ず
は
就
学

援
助
を
受
け
て
い
る
中
学
生
の
い
る
世

帯
を
対
象
に
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

答　
本
市
に
対
す
る
国
の
減
額
調
整
措

置
は
、
年
間
約
９
０
０
万
円
で
あ
る
。

こ
の
額
が
縮
小
さ
れ
る
な
ら
ば
、
新
た

な
財
源
の
活
用
方
法
を
検
討
し
た
い
。

要
望　
就
学
援
助
に
は
医
療
費
援
助
が

含
ま
れ
、
「
医
療
券
」
が
発
行
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
ず
、
中
学
生
の
就
学
援

助
対
象
世
帯
に
対
す
る
医
療
費
助
成
を

た
め
、
役
割
分
担
や
責
任
を
し
っ
か
り

認
識
し
、
適
正
に
処
理
し
て
い
く
。

問　
公
道
上
で
漏
水
が
多
く
起
き
た
場

合
、
個
人
の
費
用
で
修
理
す
る
よ
う
言

わ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
現
状
は
ど
う
か
。

答　
二
次
災
害
の
未
然
防
止
の
た
め
、

上
下
水
道
局
が
修
理
し
て
い
る
が
、
漏

水
が
多
発
し
て
い
る
箇
所
は
、
新
し
い

管
路
に
取
り
換
え
る
方
法
も
提
案
し
て

い
る
。
今
後
は
、
誤
解
の
な
い
よ
う
、

き
め
細
や
か
な
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

二
　
ご
み
の
減
量
施
策
に
つ
い
て

要
望　
愛
川
町
は
、
地
元
産
ス
ギ
の
間

伐
材
を
使
っ
た
生
ご
み
処
理
箱
の
製
作

を
森
林
組
合
に
依
頼
し
た
。
本
市
も
間

伐
材
の
有
効
利
用
と
生
ご
み
減
量
の
た

め
、
こ
の
施
策
を
実
行
し
て
ほ
し
い
。

た
め
利
用
基
準
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

答　
風
呂
棟
の
一
般
開
放
は
、
旅
館
業

法
の
許
可
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、
法

令
の
規
制
な
ど
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

要
望　
宿
泊
者
以
外
も
風
呂
棟
が
利
用

で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
市
民
に
親
し
ま
れ
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽
に
利
用

で
き
る
施
設
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
利
用
基
準
の
見
直
し
と
、
周
辺

整
備
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

問　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
建
設
に
向
け
数

多
く
の
候
補
地
が
あ
る
が
、
表
丹
沢
野

外
活
動
セ
ン
タ
ー
や
、
は
だ
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
隣
に
整
備
さ
れ
る
名
水
は

だ
の
富
士
見
の
湯
な
ど
、
風
呂
を
併
設

　
無
　
所
　
属
　
　
　
吉
村
　
慶
一

一
　
小
児
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

問　
国
は
、
小
児
医
療
費
助
成
を
実
施

し
て
い
る
市
町
村
に
対
し
、
コ
ン
ビ
ニ

受
診
を
誘
発
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、

そ
の
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫
負

　
日
本
共
産
党
　
　
　
露
木
　
順
三
　

一
　
上
下
水
道
施
策
に
つ
い
て

問　
秦
野
市
管
工
事
業
協
同
組
合
は
市

長
宛
て
に
、
民
間
事
業
者
に
工
事
検
査

業
務
な
ど
を
委
託
す
る
こ
と
に
反
対
す

る
要
望
書
を
提
出
し
た
。
申
請
書
審
査

は
上
下
水
道
局
が
行
い
、
検
査
を
民
間

事
業
者
が
行
う
と
一
体
性
が
な
く
、
馴

れ
合
い
な
ど
悪
習
が
発
生
す
る
と
考
え

ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
ど
の
よ
う
か
。

答　
双
方
で
公
正
な
職
務
遂
行
を
図
る

　
創
秦
ク
ラ
ブ
　
　
　
谷
　
　
和
雄

一
　
公
共
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て

問　
表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、

研
修
棟
や
炊
事
棟
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

宿
泊
を
伴
う
多
く
の
活
動
が
で
き
る
。

今
後
、
「
森
林
遊
び
場
（
仮
称
）
」
と
、

「
昔
の
生
活
学
習
館
（
仮
称
）
」
が
建

設
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
生
か

し
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
従
来
の
施
設
利
用
に
加
え
、
活
動

の
選
択
肢
が
多
く
な
る
た
め
、
今
ま
で

以
上
に
利
用
者
の
満
足
度
を
高
め
て
い

き
た
い
。

問　
風
呂
棟
は
宿
泊
者
の
み
の
利
用
だ

が
、
幅
広
く
市
民
に
利
用
し
て
も
ら
う

先
決
す
べ
き
で
あ
る
。

問　
横
浜
市
と
川
崎
市
で
は
、
小
児
医

療
費
助
成
拡
大
に
当
た
り
、
通
院
一
回

当
た
り
５
０
０
円
を
限
度
に
一
部
自
己

負
担
金
制
度
を
導
入
す
る
よ
う
だ
が
、

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
29
年
４
月
に
小
学
３
年
生
か

ら
６
年
生
に
医
療
費
助
成
を
拡
大
す
る

に
当
た
り
、
一
部
負
担
金
制
度
を
導
入

す
る
も
の
で
、
横
浜
市
会
で
は
す
で
に

可
決
さ
れ
て
い
る
。
小
児
医
療
費
助
成

を
長
期
的
に
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る

た
め
の
措
置
で
あ
り
、
本
市
で
も
負
担

金
の
導
入
を
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い

る
と
考
え
る
。

し
て
い
る
施
設
の
周
辺
に
建
設
す
る
と
、

双
方
の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
、
市
民

に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
健
康
増
進
施
設

に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
建
設
に
向
け
、
広
大
な
用
地
を
確

保
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ

る
が
、
こ
の
提
案
も
含
め
、
魅
力
あ
る

施
設
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

答　
公
共
施
設
な
ど
に
お
け
る
安
全
管

理
対
策
は
、
社
会
環
境
の
変
化
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
日
頃
の
訓
練
や
体
制
の
点

検
な
ど
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
も
警
察
や
関
係
機
関
な

ど
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
市
民
の

安
全
、
安
心
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

要
望　
学
校
施
設
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
と
地
域
開
放
の
関
係
を
今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
と
と
も
に
、
施
設
経
営
が

厳
し
い
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
職
員
へ

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
問
題
を
含
め
た
支

援
の
充
足
を
図
ら
れ
た
い
。

　
緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
横
溝
　
泰
世

一
　
障
害
者
差
別
解
消
法
に
伴
う
学
校

教
育
に
つ
い
て

問　
い
じ
め
、
暴
行
、
虐
待
の
根
幹
は
、

差
別
や
偏
見
が
生
み
出
す
も
の
と
考
え

る
が
、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
あ
る
合

理
的
配
慮
に
つ
い
て
教
育
現
場
で
の
指

導
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
教
職
員
へ
の
研
修
は
、
対
象
者
や

内
容
を
変
え
、
き
め
細
や
か
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
障
害
者
差
別
解
消
法
の
正

し
い
理
解
や
合
理
的
配
慮
を
踏
ま
え
た

教
育
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
教
職

員
全
体
で
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

要
望　
人
が
人
と
し
て
生
活
し
、
お
互

い
が
寄
り
添
い
、
理
解
し
合
え
る
よ
う
、

地
域
、
保
護
者
、
学
校
が
一
体
と
な
っ

た
環
境
づ
く
り
を
学
校
教
育
の
中
で
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

二
　
公
共
施
設
等
の
安
全
管
理
対
策
に

つ
い
て

問　
相
模
原
市
の
事
件
を
教
訓
と
し
た

本
市
に
お
け
る
公
共
施
設
な
ど
の
防
犯
、

安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

障
害
者
差
別
解
消
法
の
理
解
に
向
け
た

学
校
教
育
の
充
実
を

既
存
の
公
共
施
設
を
利
活
用
し

魅
力
あ
る
施
設
運
営
に
努
め
よ

市
長
は
、土
地
売
買
契
約
を
守
ら
な
い
事
業
者
へ
の

墓
地
経
営
許
可
を
取
り
消
せ

小
児
医
療
費
助
成
拡
大

中
学
生
の
就
学
援
助
対
象
者
に

議 会 の 動 向
○８月
 17日（水） ・代表者会議　・議員連絡会　・議会運営委員会
○９月
 １日（木） ・議会運営委員会
 ５日（月） ・市議会第３回定例会開会【傍聴者数1人】
  ・代表者会議　・議会運営委員会
 ７日（水） ・本会議（議案審議）【傍聴者数45人】
  ・予算決算特別委員会（初委員会）
  ・代表者会議　・議会運営委員会
 12日（月） ・予算決算特別委員会（総括質疑、歳入の審査）【傍聴者数1人】
 13日（火） ・予算決算特別委員会（総務分科会）
 14日（水） ・予算決算特別委員会（文教福祉分科会）【傍聴者数1人】
 15日（木） ・予算決算特別委員会（環境都市分科会）
 20日（火） ・総務常任委員会【傍聴者数2人】
  ・予算決算特別委員会（総務分科会）
 21日（水） ・文教福祉常任委員会【傍聴者数2人】
  ・予算決算特別委員会（文教福祉分科会）【傍聴者数2人】
 23日（金） ・環境都市常任委員会
  ・予算決算特別委員会（環境都市分科会）
 27日（火） ・本会議（一般質問）【傍聴者数38人】
  ・代表者会議
 28日（水） ・本会議（一般質問）【傍聴者数38人】
  ・議会運営委員会
 29日（木） ・本会議（一般質問）【傍聴者数14人】
  ・代表者会議
○10月
 ５日（水） ・議会運営委員会　・予算決算特別委員会
  ・市議会第３回定例会閉会【傍聴者数1人】
  ・議会運営委員会　・議会報編集委員会
 11日（火） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第３回定例会
 14日（金） ・代表者会議　・議員連絡会
 27日（木） ・文教福祉常任委員会【傍聴者数8人】
○11月
 10日（木） ・議会報編集委員会
 16日（水） ・代表者会議　・議員連絡会　・文教福祉常任委員会
 18日（金） ・議会運営委員会

県立秦野総合高校で出前講座を開催
～高校生 234人が「議会と選挙」について学習～

　11月１日（火）に、議会事務局と選挙管理委員会事務局の職員が県立秦野総合高校に
出向き、２年生の生徒234人に、「議会と選挙」について説明をしました。
　今回の出前講座は、議会事務局と選挙管理委員会事務局が主権者意識の向上と選挙啓
発のため、初めて合同で行いました。
　選挙権年齢が18歳以上に引き下げられたことから、主権者教育の一環として、生徒た
ちは、議会の役割や議員の活動、選挙のしくみについて学習しました。

　議会事務局では、市民の皆さんの疑
問にお答えするため、出前講座を実施
しています。学校の授業、自治会や職
場の研修会などを開催するときに、議
会のしくみを学んでみませんか。
　お気軽にお問い合わせください。
（☎0463-82-9652）

議会のしくみ、聞いてみませんか？

三
　
渋
沢
丘
陵
霊
園
建
設
に
つ
い
て

問　
55
筆
の
土
地
権
利
者
と
霊
園
事
業

者
が
締
結
し
た
土
地
売
買
契
約
書
の
所

有
権
移
転
日
に
１
筆
だ
け
登
記
簿
上
霊

園
事
業
者
へ
所
有
権
移
転
さ
れ
て
い
な

い
。
契
約
を
守
ら
な
い
時
点
で
墓
地
経

営
許
可
を
取
り
消
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
売
買
契
約
は
有
効
に
成
立
し
て
お

り
、
本
市
の
墓
地
経
営
許
可
は
無
効
と

い
う
こ
と
は
な
い
。

中学生の就学援助対象世帯まで拡大を

教育現場における障害者差別解消法の正しい理解を
（写真は教育庁舎）

利用対象の拡大など利用基準の見直しを
（写真は表丹沢野外活動センター風呂棟）

間伐材を利用した生ごみ処理箱の製作を

出前講座の様子


